
令和６年決算特別委員会・工業用水道事業会計 開催状況（企業局所管） 

 

  開催年月日 令和６年１１月８日（金）             

質  問 者 日本共産党 丸山 はるみ 委員          

答 弁 者 公営企業管理者、企業局長、企業局次長、 

      工業用水道課長、工業用水道施設整備担当課長 

                   質    問    要    

旨 
答    弁    要    旨 

二 工業用水道事業会計について 

（一）契約水量と契約率について 

（丸山委員） 

次にですね、工業用水道事業会計についてお聞きします。 

 室蘭、苫小牧、石狩各工水における契約水量と契約率に

ついて、昨年度決算と経営戦略に示された目標との比較で

それぞれお示し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

（工業用水道課長） 

契約水量等についてでありますが、経営戦略では、契約率

のみ目標値を定めているところであり、室蘭工水では、戦略に

おける令和５年度の目標値が８９％であるのに対し令和５年度

決算においては、目標と同じ８９％であり、契約水量は、日量１

０万２千７６０立方メートルとなっております。 

苫小牧工水では、目標値が７０％であるのに対し決算にお

いては、４ポイント増の７４％であり、契約水量は、日量１４万７

千２５０立方メートルとなっております。 

石狩工水では、目標値が５２％であるのに対し決算におい

ては、１ポイント増の５３％であり、契約水量は、日量６千３６６

立方メートルとなっております。 

 

（二）石狩工水の売上と純利益について 

（丸山委員） 

 石狩工水ですが昨年度の契約率が５３％と、２０２０年

度との比較でほぼ倍増しています。昨年度の契約率の倍増

に伴い、売上と純利益はそれぞれどのように推移している

のか。２０２０年度との比較でお示し下さい。 

 

 

 

 

 

 

（工業用水道課長） 

石狩工水の収益等の推移についてでありますが、再生可能

エネルギー関連企業の立地などにより契約率が令和２年度の

２７％から令和５年度には５３％に増加したことから、給水収益

は１億３千４百万円となり、令和２年度の７千１百万円と比べる

と６千３百万円増加したところでございます。 

この結果、収益から費用を差し引いた純損失は、令和２年

度決算では、２億１千４百万円となっておりましたが、令和５年

度では、６千４百万円減少し１億４千９百万円となっておりま

す。 

 

（三）契約率の増加に伴う長期借入金の変化について 

（丸山委員） 

 石狩工水ですが、契約率の増加によって生まれた利益

で、昨年度から２０２０年度までの長期借入金の借入額は

どれくらい減少したのかお答え下さい。 

 

（工業用水道課長） 

石狩工水の長期借入金についてでありますが、営業運転

資金の不足に充てるための一般会計からの長期借入金の借

入額は、令和２年度は６千万円でありましたが、給水収益の増

などにより令和５年度には２百万円となり、５千７百万円減少し

たところでございます。 

また、建設改良資金の不足に充てるための一般会計からの

長期借入金の借入額は、令和２年度は４千６百万円でありまし

たが、令和５年度には４千５百万円となり１百万円減少したとこ

ろでございます。 
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質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

（四）物価高騰等の影響について 

（丸山委員） 

 近年の物価高それから資材単価の高騰、労務単価の上昇

等により、費用面も負担増を余儀なくされていると考えて

います。費用負担に際して物価高騰及び労務単価上昇の影

響はどうなっているかお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（工業用水道施設整備担当課長） 

物価高騰等の影響についてでありますが、当初の経営戦

略の計画期間が開始した令和２年度と令和５年度で三工

水の施設管理委託や電気料金などの運営管理費の総額を

比較すると、約８千４百万円増加しており、その内訳は、

ポンプ場などの電気料金の上昇によるものが約３千８百

万円、労務単価の上昇などによるものが約３千４百万円、

薬品など資材費の上昇によるものが約１千２百万円とな

っており、電気料金や資材などの物価高騰と人件費の上昇

が経営に与える影響は大きいものと考えております。 

 

 

（五）料金改定の必要性について 

（丸山委員） 

 室蘭工水ですが、２０００年度以降料金改定を実施して

いません。苫小牧工水は２０１１年度、石狩工水は２００

７年度を最後に行われていません。 

物価高騰による費用負担が増加しているということで

あれば、なぜ料金転嫁を行わないのか。先般示された「経

営戦略改定案」では、「料金の見直しを行う必要が生じた

場合にあっては、出水企業に十分な説明を行い、理解を得

るよう努める」としています。長期化する物価・資材単価

の高騰で料金見直しの必要が生じてはいないのでしょう

かお答えください。 

 

 

（企業局次長） 

料金改定についてでございますが、工業用水道の料金は、

工業用水道事業法第１７条第３項の規定によりまして公営企

業としての能率的な経営の下、適正な原価を基礎として定め、

受水企業にとっても妥当なものでなければならないとされてお

り、企業局といたしましては、これまでも経費の節減や業務の

効率化に取り組み、受水企業の多くが中小企業であることも考

慮いたしまして、可能な限り値上げをせず、経営を維持してき

たところでございます。 

しかしながら、近年の資材費の高騰や労務単価の上昇が給

水原価を押し上げていますほか、施設の耐震化などの大規模

改修の実施も必要になることから、最大限の効率化を図った

上で適切な料金水準を検討することとしております。 

以上です。 

 

（六）工事費の増額等について 

（丸山委員） 

 「経営戦略改定案」では、老朽化が進む施設・設備の改

修・更新や耐震改修を計画的に実施するとしています。室

蘭、苫小牧、石狩各工水における工事費と、現行経営戦略

からどの程度工事費は増額となっているのか。理由と併せ

てお示し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（工業用水道施設整備担当課長） 

工事費の増額等についてでありますが、経営戦略に掲載

している主な投資について、工水毎に当初計画と改定案の

工事費を比較しますと室蘭工水においては、ダム演算処理

装置など電気機械設備の資材費の高騰や労務単価の上昇

の影響などにより、約３９億円から約４５億円に増額とな

りました。 

また、苫小牧工水においては、ラピダス社が全額負担す

ることで合意している次世代半導体製造工場への工水供

給に必要な施設整備費用約１９８億円を追加したほか、資

材費の高騰や労務単価の上昇などの影響により、約４４億

円から約２６６億円に増額となりました。 

また、石狩工水におきましては、水管橋の耐震補強費用

を追加したほか、資材費の高騰や労務単価の上昇などの影

響により、約３億円から約１７億円に増額となったとこで

ございます。 
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            質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

（七）長期借入金の返済等について 

（丸山委員） 

 長期借入金の返済等についてです。 

昨年の本委員会における我が会派の質問に対し、企業局

は石狩工水について「バイオマス発電所の稼働に伴い、契

約率が５０％を超え、料金収入が増加するほか、支払い利

息が減少することなどに伴い、令和７年度には営業運転の

資金不足が解消される見通しであると、これに係る一般会

計からの長期借入金が不要となり、返済が可能になる」と

答弁していました。 

しかし「経営戦略改定案」では「近年の資材費の高騰や

労務単価の上昇などの影響により給水原価が上昇し続け

ているため、当面の間、解消は難しい」と記されておりま

す。 

昨年の答弁の時点から物価高騰や労務費単価の上昇は

続いていたと思うんですけれども、なぜ昨年度解消できる

というふうに答弁したのかお答えください。 

 

 

（企業局次長） 

長期借入金についてでございますが、昨年度の時点では、

石狩工水の水管橋の耐震化について、実施する場合の内容

や事業費の検討を進めていたところであり、実施の判断までに

は至っていなかったほか、物価の高騰に関しては、物価等が

昨年の水準で今後も推移するとした場合、営業資金不足に関

する長期借入については、戦略の期間内にこれを解消するこ

とが可能と考えていたところでございます。 

今回の経営戦略の改定にあたりましては、昨今の経済情勢

を踏まえ、金利や物価の上昇が一定割合で続くものとし、あら

ためて人件費や運営管理費、建設改良費など全ての経費の

今後の見通しを精査し収支計画を作成した結果、戦略の計画

期間内に借入金の解消に至らないこととなったものでございま

す。以上です。 

 

 

【再質問】 

（丸山委員） 

昨年度ですね、石狩工水の水道橋の耐震化について検討

を進めていた途上ながら、昨年の本委員会では長期借入金

の新規借入は行わない見通しとはっきり答弁されている

んです。この見通しの定かでない中でこうした答弁がされ

たその根拠は何だったのかと、根拠もなく答弁されたとい

うことなんでしょうかお答え下さい。 

 

 

 

 

（企業局次長） 

長期借入金についてでございますが、令和５年度の時点

では、耐震診断の結果によりその必要性は認識しておりま

したが、その実施を判断するまでには至っていなかったと

ころでございます。令和６年度に入りまして、経営戦略の

改定を行うにあたり、工水事業全体の改修計画を検討する

中で、損壊した場合などには周辺地域に被害を及ぼす恐れ

があることが判明し、早期の耐震化が必要な施設としてそ

の実施を判断したものでございます。 

（八）石狩工水における新たな工事について 

（丸山委員） 

 石狩工水における新たな工事についてお聞きします。 

長期借入金が不要になると言っていたものですが未だ

に必要だということになる中、「経営戦略改定案」では当

初計画になかった「水道橋等耐震補強」が加わり、約１７

億円もの工事費が必要になるとされています。 

これらの施設改修工事費用は内部留保資金を活用して

実施するのでしょうか。それとも、長期借入金の更なる増

額につながるのでしょうかお答え下さい。 

 

（工業用水道課長） 

石狩工水の水管橋耐震補強についてでありますが、石狩

工水は、これまで継続して純損失を計上し内部留保資金を保

有していないため、建設改良事業については、一般会計から

長期借入金を借受け、実施してきたところでございます。 

そうした中、この度計画している水管橋の耐震化は、可能な

限り早期に行う必要があるものの平成１１年の石狩工水の開業

以来、初めての大規模改修工事でありまして、その財源を、従

来どおり一般会計からの長期借入金とした場合、一般会計に

多額の負担が生じることとなります。 

このため、必要となる財源について、石狩湾新港地域の企

業誘致を所管する経済部と協議しながら、検討を進めていると

ころでございます。 

 

【再質問】 

（丸山委員） 

財源について検討を進めているということなんですけれど

も、石狩工水には内部留保が一切無いということです。 

一般会計からの長期借入金以外に財源はあるのでしょう

か。もしあるということであれば、長期借入金の新規借入をどの

程度圧縮出来ると考えているのかお答え下さい。 

 

 

 

 

（工業用水道課長） 

石狩工水の工事費についてでありますが、内部留保資金

を有していない石狩工水において、水管橋の耐震化事業等

の財源を従来どおりとした場合、国庫補助金の確保に努め

ても、なお一般会計に多額の負担が生じることとなるた

め、関係部と協議しながら、財源の検討を進めて参りたい

と考えております。 
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            質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

（九）石狩工水の在り方について 

（丸山委員） 

 やはりですね内部留保がないということですから、自主財源

の見通しもなくさらに長期借入金頼みとゆうことになっていくの

かというふうに危惧をするところです。 

それで次にですね、 

石狩工水５年前との比較で契約率が倍加しているにも

かかわらず、経営的には見るべき前進面が見出されてはい

ないというふうに考えています。 

且つ石狩工水は、他の２工水と比べて供給水量自体が著

しく低く、仮に契約率１００％を達成できたとしても、室

蘭・苫小牧と同様の収益を得られるわけではないというふ

うに考えています。 

一方で、老朽化に伴う施設更新費用は増しており、費用対

効果の面からみても石狩工水自体をこのまま維持してい

くことが果たして適切なのか、こうした議論を行う時期に

来ているのではないかと思いますけれどもお考えをお聞

かせ下さい。 

 

 

（企業局次長） 

石狩工水についてでございますが、石狩工水は、地域の企

業活動を支える重要なインフラであり、企業局としては、改修

によって施設を健全に保ち、受水企業に対し、今後も継続し

て工水を供給していく必要があると考えております。 

また、収支面におきまして、石狩工水の料金単価は、１立方

メートル当たり５５円と三工水の中で最も高くなっております

が、これを引き上げる場合、全受水企業の了解を要するととも

に、受水企業の経営に与える影響も考慮する必要があり、企

業局といたしましては、当面、料金収入が不足する分につい

ては、一般会計から資金の補填を受けながら、需要の開拓と

経営効率化に引き続き取り組み、経営の安定化を目指すこと

としております。 

以上です。 

（十）長期借入金返済について 

（丸山委員） 

企業局においては、ラピダス社との契約により、苫小牧

工水の料金収入を年間約１億７，５００万円と見込んでい

るということです。これは昨年度の工業用水道事業会計純

利益に匹敵する金額で、売り上げ増を活用して、一般会計

長期借入金の残高を一刻も早く解消することが求められ

ています。 

苫小牧工水の長期借入金の残債務も間もなく完済でき

ると承知していますが、返済可能なものは早期に返済し、

少しでも支払利息を減少させる必要があると考えていま

す。 

また、石狩工水は未だに多額の長期借入金残債が残され

ております。しかも新たな設備更新工事により新規借り入

れが見込まれている。 

企業局は各工水毎に料金算定を行う関係上、苫小牧工水

で得た利益を石狩工水の返済には充当することはできな

いとの見解ですけれど、特別会計上は一つの工業用水道会

計であり、増大する長期借入金新規借入を増大させてです

ね、返済の見通しすら示せないというのは問題でないかと

思います。 

長期借入金を増大させないために苫小牧工水から石狩

工水への資金充当ができない法的な根拠は何でしょうか。

際限なく増え続ける借入金を抑制させるための方策を具

体的に示す必要があると考えますけれども、どのように対

応するのでしょうか。 

 

（企業局長） 

工水間の資金充当についてでございますが、工業用水道

事業法第１７条の規定により工水料金は、適正な原価に照らし

て公正妥当なものとなるよう算定をすることとされておりまして、

各工水では、この規定に従い算出した給水原価に基づき条例

で定めた料金単価により、受水企業から料金の納付を受け、

これを原資に内部留保を行ってきております。 

このため、各工水におきましては、料金収入からなる内部留

保資金をそれぞれの運営に係る経費に充当し、収支均衡を

図っているところでございます。 

一方で、企業局といたしましても、長期借入金の低減に向

けて、収支改善を図ることが、重要であると認識をしていること

から、今後も需要開拓に努めて収益を確保するとともに、複数

の業務を一括して委託する包括委託やスマートメーターの導

入などにより、運営の効率化を図っていきたいと考えておりま

す。 
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            質    問    要    旨 答    弁    要    旨 

（十一）北海道企業局経営戦略改定原案の見直しについて 

（丸山委員） 

「北海道企業局経営戦略改定原案」では、石狩工水の経

営見通しが立てられないまま、一般会計長期借入金を投入

する仕組みを維持したままとなっています。これに対する

具体的対策が全く示されていないこと自体が重大な問題

だと考えています。戦略には「持続可能な開発目標ＳＤＧ

ｓの達成に向けた取り組みを展開している」としています

が、既に持続可能な経営状態ではないということは明らか

になっているのではないでしょうか。 

少なくとも今後の経営見通しと併せて、長期借入金返済

の具体的目途を示すことが必要ではないかと思います。原

案のままでは到底受け入れることはできず、再度の改定案

見直しを求めますが、公営企業管理者の見解を伺います。 

 

 

 

（公営企業管理者） 

工業用水道事業の長期借入などについてでありますが、石

狩工水は、開業に向けて見込んでいた業種の立地が進まず

計画時の給水能力を縮小したことにより、スケールメリットが働

きにくい規模となったことなどから収支が均衡せず、事業運営

に要する経費に係る資金不足に対し一般会計からの借入を

余儀なくされており、厳しい経営状況となっているところでござ

います。 

私といたしましては、今後とも、収支改善に不可欠な需要拡

大につきまして石狩湾新港地域の企業誘致を所管する経済

部と連携いたしまして、取り組むことなどによりまして、収益の

増大を図り長期借入金の解消を目指す考えであり、引き続き、

今回の経営戦略の改定案でお示しした契約率や収支計画を

目標に取り組んでまいる考えであります。 

そうした中、石狩工水におきましては、再生可能エネルギー

関連企業などの進出によりまして契約率が５割を超えたところ

であり、今後もさらなる立地の動きがありますことからこれを契

約に繋げることなどによりまして、さらなる収支改善を目指す考

えであります。 

 

 

【再質問】 

（丸山委員） 

新しい契約はあるのではないかと明るい兆しもみえて

いるようですけれども、しかしこうした今のですね、経営

状況を維持するままでは、いつまでも石狩工水の経営問

題、解決しないというふうに思います。第三者の専門家等

の独立した機関を創設して、経営への大胆な指摘を受ける

など、これまでとは違う姿勢をみせなければ、一般会計長

期借入金頼みの経営が漫然と続くことになるのではない

かと思うのですが、こうしたことを検討する必要があるの

ではないかと思いますが、お考えを伺います。 

 

（公営企業管理者） 

石狩工水の経営についてでありますが、石狩工水におけま

す需要開拓、経費の抑制、一般会計からの繰り入れや施設の

耐震化などの課題や収支見通し、それらを含めた事業の運営

につきましては、現在進めております経営戦略の改定をする

に当たって、外部有識者で構成する有識者懇談会におきまし

て、様々なご意見やご指摘、ご提案をいただいたところであり

まして、これらを踏まえまして、今後も、取り巻く環境の変化を

しっかり捉え経営安定に努める所存であります。 
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